お手数ですが、各単組・総支部から、関係職場に周知願います。


2016道本部総合政策局発第176号

2016年１月15日
各地方本部委員長　様

各単組・総支部委員長　様

道本部衛生医療評議会幹事　様　 
自治労北海道本部
執行委員長　　大出　彰良
（公共サービス政策部）

「看護師の診療の補助における特定行為」についての

自治労加盟病院・診療所報告について【再要請】
　日頃のご活動に心から敬意を表します。

さて、「看護師の診療の補助における特定行為」ついて、2015年10月から制度が施行されることとなり、これまで行われなかった医療行為が医師の包括的指示、直接的指示のもと行われ、看護師の業務として位置づけられることとなります。

　特定行為の現場実施は、各病院・診療所において判断されることから、労働組合として当局の考えを確認し、実施する場合は職員の不利にならないよう賃金、労働条件など交渉することが必要となります。

道本部としても、2016道本部総合政策局発第７号（2015年10月２日付け）で周知し、現時点での状況を別紙「看護師の診療の補助における特定行為についての自治労加盟病院・診療所報告書」で提出をお願いしているところではありましたが、報告件数が非常に少ない状況のため、取り組み期間を延長することといたします。
記

１．対　　象　　自治労加盟病院・診療所

２．報 告 書　　「看護師の診療の補助における特定行為」についての自治労加盟病院・診療所報告書（別紙１）

３．報告期限　　2016年２月５日（金）　FAX：011-700-2053
４．そ の 他　　・「看護師の診療の補助における特定行為」に対する単組の取り組みについて（別紙２）

　　　　　　　　・道本部ホームページの「組合員専用ページ」に、掲載しますのでご活用ください。
５．お問合せ　 　ご不明な点は、道本部公共サービス政策部

（兼村・岡　℡011-747-3211）までお問い合わせください。

